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薬学部が発足してから早くも1年が経過し、4月か

らは北習志野の校舎には新 1年生が加わり、学生数

も倍増致します。それに伴い、専門課程の先生も駿

河台から北習志野へ移られる方が多く、薬学部とし

ての形が整いつつあるように見受けられます。一

方、駿河台の薬学科は3,4年生となり、担任の先生方

にとっては両方を掛け持ちで大変お忙しい1年とな

るでしょう。

桜薬会にとっても昭和63年度は多忙な年でした。

先ず、桜薬会総会において工科校友会からの分離と

薬学部校友会の設立について決定し、次いで工科校

友会総会で、薬学部会 (桜薬会)の分離承認を受け、

更に、日本大学校友会に薬学部校友会の会則、役員

名簿を付けて会の承認を申請し、総会において承認

されましたことを報告申し上げます。

従って本会は、日本大学校友会傘下の14学部校友

会の一つ薬学部校友会 (通称桜薬会)と なり、工学

部薬学科、理T学部薬学科及び薬学部卒業生並びに
学生により構成することとなります。また、これに

伴い日本大学校友会本部に直接常任委員 1名、委員

1名を選出する枠が得られ、更に、校友会選出の日本

大学評議員 1名を推薦することとなり、それぞれ理

事会の議を経て名簿を提出致しました。

このように、桜薬会は昭和63年度中に薬学部校友

桜薬会会長 高 仲   正
会として工科校友会より分離、独立の手続きを進め

て参りました。現在は、先の工科校友会総会におい

て決議されました「薬学部会の分離を承認する。但

し、薬学部会会員が納入した終身会費の留保分につ

いては早急に調べ、次期総会に提出する」に基づい

て工科校友会財務委員会が 1期から33期までの納入

状況を調べております。この結論は運営委員会、理

事会を経て次回総会に提出されるものと考えます。

平成元年度は薬学部校友会として実質的初年度にな

るものと考えます。これからは、会員数6600余の桜

薬会が、内にあっては会員数13万を越える工科校友

会等学部校友会と同格の付き合いをすることにな

り、外に対しては各薬科大学校友会との交際も考え

ねばならないことになります。会員の皆様が今まで

以上に協力して新しい桜薬会を盛り立てて下さるよ

う切にお願い致します。先ずてはじめに、平成元年

度の総会 (日時、場所は後日連絡致します)は学部

校友会として、本部及び13学部の各校友会代表を招

待して開催することになると思います。会員皆様の

多数の御出席をお願いする次第です。

近年薬学、医学の進歩は目覚ましく、薬学出身者

の活躍する各分野でもその進展は日進月歩の感を受

けます。これに対応すべく、薬剤師会を初めとして

各所で卒後教育の重要性が叫ばれ、各大学とも卒後
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学部開設か ｂヽ 1年を経過して

教育に力を入れてきております。母校においても薬

学部昇格を期に卒後教育検討委員会 (委員長沢村教

授)が組織され審議の結果、平成元年度より薬学部

と桜薬会の共催により、日本大学会館にて公開によ

り隔月1回開催する運びとなりました (詳細は本会

報4頁参照)。 会員皆様が参加して薬学の進歩につい

て学ばれるとともに、各分野でのご活躍の経験を通

して得られた実社会の知識を分かち合い、更にこれ

が今後の薬学教育に幾分とも反映されればと考えま

す。

光陰矢の如しと申しますが、昭和63年 4月船橋市

習志野台の新校舎に薬学部が発足して、早くも1年

を経過しようとしております。この1年間、新学部

には、1年生が在籍するのみで、一般教育科目を主と

する教育が行われました。皆様の学生時代を憶い出

して頂くよすがに、科目を列挙いたします。哲学 (4

単位以下単位を略す)、 国語国文学 (4)、 法学 (4)、

心理学 (4)、 数学 (4)、 物理学・同実習 (4)、 rL●・

同実習 (4)、 生物学 。同実習 (4)、 英語 I、 ■ (各

2)、 ドイツ語 I、 Ⅱ (各 2)、 体育講義 (2)、 体育実

技 (2)、 機能形態学 I[主に解剖学](2)、 生薬学 I

[主に薬用植物学](1)、 有機化学 I(2)、 放射化学

(2)、 薬学概論 (1)。 以上の通りで、皆様の時と殆ど

変わっていないと思います。ただ専門科目担当者の

負担が倍になり大変ですが、頑張って頂いて、専門

科目も2ク ラス編成にしましたので、その分学生諸

君は講義が聞きやすくなったものと思います。2年

生以上の学生は理工学部薬学科に在籍し、駿河台校

舎で従来通りの教育を受けました。従って、この 1

年間、薬学部の構内は、静かといえば静か、淋しい

といえば淋しいといえる状況で、主に一般教育の教

員、事務局職員が新しい基盤づくりに励み、薬学部

にとつては、始動開始、足ならしの年でした。本年

4月からは薬学部に 1、 2年生が揃い、ご存じの通り

日本大学 100周年記念事業にかかる募金について

は会員皆様のご協力により、着実に応募が得られて

おりますが、薬学部の将来を考えるとき、更に一層

のご協力をお願い致します。

薬学部も2年目を向かえ、桐澤薬学部長を初め諸

先生がその基礎を固めるため多大の努力をされてお

り、駿河台においても沢村薬学科主任教授の下に各

先生が学生の指導に、研究に、御活躍の程を拝見し

ます時、桜薬会としても一層の活躍が必要の時であ

ることを痛感します。

薬学部長  桐 沢   誠
2年生には専門科目を主とした教育が行われるわけ

ですから、薬学科の教員も半数近くが薬学部で講義

することになり、教職員の態勢も大分整いますが、

専門の教員は薬学部 1、 2年と駿河台校舎での理T学

部薬学科3、 4年とをかけもちで教育しなければなり

ませんし、研究室の移動もしなければなりませんの

で、誠に忙しい1年となります。さらに、続く平成

2年度には、薬学綱 ま3年生迄力慟 い、また薬学科に

在籍する最後の4年生も薬学部校舎に移る予定です

ので、来年4月 には、薬学の教員も学生もすべて薬

学部校舎に所在することになり、薬学部昇格に伴う

態勢つくりも山を越すことになります。

平成元年度は、日本大学創立 100周年に当たり、

本学にとっては、過ぎし100年を顧み、新たな飛躍

を期して第 2世紀を迎える記念すべき年です。大学

総体の記念事業として、国際会館、学術情報セン

ター、総合グランドの建設等が行われ、また種々の

記念行事がもたれることになっております。100周

年記念事業の一つとして昇格した薬学部にとりまし

ても、学部の基礎を固めると同時に、将来への展望

を開く大学院設置の具体化を進める大切な年です。

他学部にならって、新年度から、委託研究及び研究

員、研究生を受け入れるため薬学研究所の体制をつ

くり、学部次長 (研究担当を兼務)、 学務、学生、広
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薬学卒後教育講座の開催について

報3担当制をしき、図書館長と一般教育、薬学科、生

物薬学科にそれぞれ主任を置き、教授会、担当主任

会議、共同研究施設運営委員会、営繕管財委員会、学

務委員会、学生生活委員会、広報委員会、図書委員

会等を設けて、将来計画策定、学部運営の活性化と

施設の有効利用に教職員全員で取り組んで行こうと

考えております。また4月 から福田英臣教授 (皆様

の中には授業を受けた方々がいらっしゃる筈です。

現東京大学薬学部教授)、 藤本康雄助教授 (昭和36

年日大・薬卒、現理化学研究所副主任研究員)、 四宮

助手 (千葉大大学院薬学研究科博士後期課程修了見

込み)、 星野助手 (上智大大学院理工学研究科博士課

程修了見込み)の 4名を新たに学外から迎え教員組

会員待望の卒後教育講座が、平成元年度より薬学

部と校友会の共催事業として開始されることになり

ました。薬学領域の進歩は、日進月歩と言われるス

ピードより早く、卒業後の再教育の繰り返しで初め

て社会の要望に応えることが出来るものと考えられ

ます。そのような考えで、この講座は公開講座にし、

薬剤師全員のレベルアップに貢献したいと考えてい

ます。薬剤師免許を利用していない会員の方もこの

機会に薬学・薬剤師について考えていただければ幸

いです。交通の便がよい市ヶ谷の日本大学会館での

開講です。前述のとうり他薬大の卒業生の受講も可

能です。御誘い合わせて多数の参加を期待します。

記

第 1回 平成元年5月 11日 (本 ) 18:00～ 19:30
「薬剤師職能の現状と今後の課題」

日本薬剤師会専務理事   小宮  宏宣
第2回 平成元年7月 13日 (木)18:00～ 19:30
「臨床検査の見方・考え方

―検査以前の問題 ―」

日本大学医学部臨床病理学教授

河野  均也
第3回 平成元洋 9月 21日 (木)18:00～ 19:30

織の強化をはかります。

次に、前会報で、薬学部の発足を契機に皆様の役

に立つ機能を整えて行きたいと申し述べましたが、

差し当って、平成元年度より卒後教育講座を開講す

ることにいたしました。詳細のお知らせはこの会報

に掲載されることと思いますので省略いたします。

こんな企画をというご希望がございましたら、是非

お知らせ下さい。

校友諸兄姉のご多幸と益々のご発展をお祈り申し

上げると共に、薬学部への暖かいご支援ご鞭撻と、

併せて誠に恐縮ですが、日本大学 100周年記念募金
へのご協力をお願いして、終わりといたします。

(平成元年 2月 28日 )

「患者志向の調剤とその実際」

日本大学薬学部教授    堀岡  正義
第4回 平成元年 H月 9日 (本 )演題未定
第 5回 平成 2年 1月 11日 (本)演題未定
第 6回 平成 2年 3月 8日 (本 )演題未定

会 場 :日本大学会館  904号室
千代田区九段南4-8-24
電言舌03-263-2271

JR中央線、営団有楽町線、都営新宿線

市ヶ谷駅下車  徒歩 1分

聴講料 :1,000円 (当 日申し受けます)

なお、聴講者には講義資料および修了証を差し上

げます。

連絡先 :薬学部 (0474)65-21H
または、桜薬会事務室 (0474)65-1478
〒274千葉県船橋市習志野台7-7-1
または、理工学部薬学科 (03)293-3251

内線 808

〒 100東京都千代田区神田駿河台 1-8-14
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【講義要旨】

第 1回 薬剤師職能の現状と今後の課題
日本薬剤師会専務理事 小 宮 宏 宣

近年、医療保険制度の改革力軟 々と行われており、

また、今後とも大きな制度改革が予定されている。

一方、急速な高齢化社会への到来に伴い、疾病治療

の面でも、感染症を主体とした急性脚議から― 、

老人病を主体とした慢性疾患へとそのウエートが移

行しつつある。医学・薬学等関係学問の進歩は著し

いものがあり、バイオイテクノロジー等の新しい技

術・知見の発見応用により、新医薬品が続々と登場

しつつある。

薬剤師の勤務する職場は、他の医療職の人に比べ

て多岐に渡っているが、このような環境変化によっ

て、薬剤師業務の内容が大きな影響を受ける。

薬剤師は、そのとりまく環境変化を踏まえて、社

会のニーズに応えてどの様に対応すべきか、薬剤師

職能の現状と今後の課題をお話することとしたい。

第二回 臨床検査の見方・考え方
――検査以前の問題――

精度管理、正常値 (集団の正常値と個人の正常値)、

予測値、Clinical Delcdon Analysヽ

日本大学医学部臨床病理

教 授 河野 均也
現在医療の現場においては、日常約 300種類以上

にもおよぶ検査が実施され、更に続々と新しい検査

法が開発・導入されており、臨床検査なしに医療を

桜薬会の協力体制と皆様の積極的な参加のお願い

会員の皆様には、既に桜薬会会報 (Mll,12)及
び桜工 (No 70)等を通じて御案内申し上げておりま

すように、我々の母校日本大学理工学部薬学科は、

語ることは出来ないまでに至っている。しかし、臨

床検査を正しく医療に用いて貫うためには、検査材

料の採取から臨床検査室への運搬、分析、記録、報

告迄の全ての過程が正しく行われていなければなら

ないことはいうまでもない (精度管理)。 また、正し

い成績の解釈のためには異常値判断のための物差し

(IIT置の設定)を必要とする。更に、新しい検査法

の開発・導入にあたってはそれぞれの検査がいかに

臨床診断に有用であるかを予測値などを用いて判断

する必要がある。また、最近大きな話題を集めてい

るClinical Decision Analysis(医 学半」断学)な

どについて、臨床検査の歴史と発展の過程を見なが

ら解説してみたい。

第二回 患者志向の調剤とその実際
日本大学理工学部薬学科

教 授  堀岡 正義
1医療従事者としての薬剤師職能の確立と自覚、そ

れを、サポー トする薬学教育と卒後教育。

2医療制度の大きな変革期にあって、いま薬剤師の

真価が問われている。

3薬剤師の主たる業務の調剤はい力ヽ こあるべきか。

医薬分業の活性化力予測され、診療報酬の面からも、

調剤業務の範囲の拡大、メンタルな業務に対する評

価の方向が明確になった。

4今日、調剤の新しい概念、患者志向の調剤の実際、

医師との連携、医薬情報の提供は、いかにあるべき

かを考えてみたい。

日本大学創立100周年記念事業募金

この日本大学創立 100周年記念事業の一環として昭

和63年 4月薬学部に昇格致しましたことは御承知の

とおりでございます。従って、今般の「創立 100周

年記念事業募金」に対しては、私共桜薬会は他学部

校友会にも増して絶大なる協力をせねばならない背
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景がございます。

そこで、桜薬会としては設立間もない薬学部が、

今後、日本大学の他学部と肩を並べ得るようその基

盤を固め、更に発展していくために、また、この度
の薬学部昇格に際しこれを積極的に支持決断される

とともに、資金調達の面でも多大な御支援を頂いた

日本大学本部の御意向に報いるためにも、会員が一

丸となって取り組み、この記念事業資金募金活動を

成功させねばならないと存じます。

従いまして、桜薬会としては今回の募金活動にお

いて、単に大学本部より届けられた「募金趣意書」の

みに頼って会員の皆様の御協力を待つのではなく、

桜薬会組織を活用して募金活動に参画し、桜薬会の

実績をより明確化するために、下記に示す方法によ
って募金活動を進めることを理事会で決定致しまし
た。即ち、会員からの寄付は、直接日本大学本部に

振り込むのではなく、桜薬会が中継して取り纏め、

会員の皆様からの情報を正確に記録した後、氏名、
金額等の情報とともに一括して定期的に大学本部ヘ

送付することにより、正確に現状を把握するととも
に薬学部校友会員の御厚志を強調し得ると考えたか

らです。

会員の皆様には、桜薬会を中継するという不便を
お掛け致しますが、本趣旨を御理解頂き、新設の薬

学部が日本大学 14学部の中で他学部に追い付き、更
に薬学系他大学に比べても遜色のないものに発展し
ていけるよう、格段の御協力をお願い申し上げます。
なお、多くの会員の皆様から御心配をいただいてい

る薬学部譜十に伴う桜薬会独自の募金活動は、今般
の100周年記念事業募金に包含することとし独自の

活動は行わないこととなっていますことを念のため

申し添えます。

本来ならば、大学本部よりの募金趣意書がお手

元に到着するまえに、このお願いを申し上げ、十分

な御理解を得るべきでございましたが、薬学部昇格
に伴う校友会組織の変更、薬学部当局との連携の確

立など種々の事情から、このお願いが遅れてしまい

ましたことをお詫び申し上げます。

記
1振込方法
桜薬会発行の振込用紙を用いて所定の銀行にお

振り込み下さい。振込用紙がお手元にないようで

したら事務局までお知らせ下さい。

2募金額について
(1)本部より届けられた募金む意書には、1回 5万

円以上とされていますが、卒業間もない方々

もおられますし、なるべく、多くの方に御協

力いただきたく、1万円単位の振り込みもあ

りがたくお受け致します。

(2)募金期間は、昭和63年 6月 1日から昭和66年
5月 31日までの3年間です。

3免税の取扱い
(1)御寄付が桜薬会事務局で取りまとめられて、
大学本部に入金され次第、「領収書」と「特定

公益増進法人であることの証明書」(写)が送
付されます。

(2)寄付金の額が 1万円を超える場合は、上記の

領収書と証明書により、当該寄付金額より1

万円を控除した額が所得から控除されます。

4その他
(1)すでに、日本大学創立 100周年記念事業事務
室発行の振込用紙で本部へお振り込みされた

方は、必ず桜薬会事務局に次の事項をお知ら

せ下さい。

ア氏名  イ卒業年 (度) ウ寄付金額
(2)この募金関係にっいて御質問のある方は、桜
薬会事務局にお問い合わせ下さい。

◎桜薬会事務局 :千葉県船橋市習志野台7-7-1
日本大学薬学部内 電話 0474-65-1478

(AM10:Oo～ PM15:00)
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平成元年度薬学部入学試験終わる

入試実行委員会副委員長  椛沢 洋三
早いもので日大薬学部が誕生して一年間が過ぎ、

第 2回目の入学試験が水道橋の日大経済学部校舎を

借用して実施されました。昨年度と変わった点を中

心に報告いたします。

今年度は一般推薦入試が他薬系大学と同時期に設

定されました。推薦基準は昨年と同じです。3年一

学期までの成績評価がB以上で、本学に入学を強く

希望するもの。または学校長が特に推薦する者、と

しています。この制度をご利用下さい。同日台湾か

らの留学生 2名が受験していずれも合格になりまし

た。 附属の推薦入試では、7月の上旬に各高校に対
してあらかじめ予想される入学希望者数を調べた結

果に基づいて、附属・特別附属には、理系統一テス

ト220点 (標準化得点)以上、在学成績理系在籍者
の上位25%以内で、また準附属には同じく215点以
上、15%以内の者、とした基準で推薦を依頼いたし
ました。今年度も推薦のない学校があり、むずかし

い問題を含んでいるように思われます。

次に一般入試ですが、昨年度の279と いう高い倍

率の反動があってか志願者は636名の減となりまし

たが、それでも214倍の新聞発表になっています。
全間マークシート方式の300点満点で、最高は263

点、平均 1506点。合格者の最低点は206点、補欠
で 186点でした。やはり浪人で補強した受験生が強

く全合格者の66%を しめています。また受験生の
アンケート調査では、併願の数は3校が トップで 18

3%、 4校が 181%、 5校が 148%で これらを併せて
512%。 そして最も多い併願校は北里大・薬の690

名、次いで昭和薬大681名、明治業大 674名、東邦

大・薬 666名 (昨年度 913名で トップ)となってい

ます。合格の判定は、薬学部と理丁学部薬学料の合

同教授会メンバーによる審議を経て決定されていま

す。

一般入試当日のことですが、昨年度は1人 もいな

かった中途で試験放棄の受験生が6人でました。な

んでも、間近に追っている次の試験に備えるとか…

…。また医務室のお世話になった人が 4名、そのう

ち1人は試験開始後30分位で高熱のため医師の手当

を受けてベッドに付き、結局最後まで受験出来ませ

んでした。憔悴した顔で退場する彼に安否を気づか

うと、深く頭を下げた後ろ姿に、見送った一同で声

援を送った。辛かろう受験戦争に改めて深いためい

きの出る思いでした。ともあれ、薬学部はまた来年

度も確実に入学試験を実行しなければなりません。

意欲のある優秀な学生を募るために、皆様方にもよ

ろしくご理解とご支援の程お願い申し上げます。

式 :生 小 入試

却 日 H月 27日 1月 21日 2月 6日

試 験 場 薬学部 経済:

試験科目

英 語
化 学

文

接

作

面

文

接

論小

面

数 学

化 学

英 語

集人 25名 若千名 55名 100名

志願者数 89名 2名 58名 2155名

故 87名 2名 58名 1977名

合格者数
31名

(25)

2名

(1)

584ζ

(33)

正規

114名

補欠

229名

(197)

:女

「桜薬会会員名簿」が完成しました。

大変長らくお待たせ致しましたが、第 1期生よ

り第33期生 (昭和63年 9月卒業生)ま での6637

名を収載した昭和 63年度版会員名簿が完成しま

した。325頁の分厚い本となりました。内容は

卒業生を北より郵便番号順に地域ごとに編集し

てあります。その結果、夫婦親子が同一のページ

にならびましたし、近所の先輩後輩力‐ 目のもと

に分かるようになっています。同級生同士の検

索は卒業期ワ1検索で探します。総索引は現姓、旧

姓の両方から検索が出来ます。購入希望は同封
の振替用紙によりお申し込み下さい。

1部  4000円 (送料込み)
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教 職 員 紹 介

体育 0学生担当

教 授

岩 本 圭 史

桜薬会会員の皆様、私はこの度新設薬学部におい

て保健体育科目を担当させていただくことになりま

した。よろしくお願い致します。

薬学部に配属前は理工学部に所属しており薬学科

1年生のクラス担任をさせていただいたことなどか

ら、薬学科の先生とのお付き合いもかなり長くなり

ますので、私が薬学部に移動するときもまったく違

和感がなかったばかりか、むしろ私の研究分野が運

動生理学・体力医学ですので、薬学とのつながりも

深く理想的な奉職先となりました。また、こちらで

は学生担当という職責も兼務致しておりますが現

在、学生が安心して勉学やサークル活動に励めるよ

うな環境をつくること、そして将来的には社会の要

求に答えられる立派な薬学人を育成することを考え

ております。

近年の医学、医術の進歩、あるいはそれをとりま

く関係者の地道な努力によりまして、国民の体力は

著しく向上し、平均寿命は世界のトップレベルにな

りました。しかしながらその反面、大変皮肉なこと

ではありますが、文明の進歩と経済の高度成長が運

動不足、食生活のアンバランス、心理的ストレスの

増加などを背景として、肥満や成人病の増加、ある

いは精神衛生をめぐる諸問題など、多くの課題を引

き起こしており、今日、健康・体力づくりの必要性

が強くさけばれております。

このようなことから、本学部学生の健康の維持増

進が必須であり、保健体育教科を通し私どもに課せ

られた使命の一つとして努力していく所存です。

桜薬会会員の皆様が本学部においでの際、ぜひ当

研究室にもお立ち寄り下さいまして、学生指導等の

ご意見を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、桜薬会の益々の御発展をお

祈り致しまして御挨拶といたします。

生 物 学 担当

教 授

椿   啓 介

新設の薬学部で昨年 4月から生物教室を担当して

おります。人が生まれて初めて目に触れるものは母

親はじめ家族であり、外にあっては樹や草の緑であ

る。すべて生物の “顔"であって、次は石や砂の大

地であろう。この点から生物学と地学は切っても切

れない縁があるものと昔から考えている。地球上で

最も繁栄しているわれわれ人類も、さかのぼれば約

30数憶年前に誕生したすこぶる原始的な生命体か

ら、長い複雑な進化の過程を経て今日に至ったので

ある。人間の住む地球は今世紀に入ってから人口増

加、環境問題等をかかえ、いま子孫のためにも何を

なすべきかを真貪1に考えねばならない。まず人間と

それをとりまく生物を理解したいものである。生物

学は、その分野によっては物理、化学、数学、地学

などの自然科学の知識があってはじめて理解できる

ものが多いし、また人文 。社会科学とも深いつなが

りのある総合科学である。大学の教養過程における

生物学の内容もライフサイエンスとして生物がたど

ってきた系統、生物の本質とその生活様式を理解し

てもらい、将来、人間として発展するための人間の

あり方を考えさせるものでありたいと思っている。

(歴 )昭和23年 3月東京農業大学農学部農芸化学科

卒、長尾研究所主任研究員、発酵研究所副所長を経

て筑波大学生物科学系教授、同63年 3月定年退官、

同大学名誉教授、4月 より現職。理学博士。

(専攻)生物系統分類学、特に菌類の分類ならびに

生態学など基礎 。応用の面から研究対象とする。

(学会)日本菌学会 (昭 60～62年会長)、 日本植物

学会、日本医真菌学会 (評議員)、 日本防菌防徴学会、

(理事)、 日本農芸化学会、日本微生物生態学会、米
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国菌学会客員会員、英国菌学会、国際菌学連合副会

長、同アジア菌学推進委員長、第3回国際菌学会 (東

京)幹事長。

物 理 学 担当

6年間のアメリカ滞在を終えて、昨年 2月末帰国。
4月 より物理学を担当してきましたが、一種のカル

チャー、ショックより完全には脱却できず、一年間

の講義も決して満足できるものではありませんでし

た。それの原因は、私が 6年間かかわり会ってきた

MIPの学生、または一般的なアメリカの学生のイ
メージに基づいて学生さんに対処してきたことにあ

りました。今年度よりは、講義のやり方も工夫し、

学生さんに物理の面白さ、楽しさを知ってもらい、

物事を論理的に考える仕方の一端を体得して欲しい

と思っています。ピーンと張りつめたMIPの雰囲気
より離れてノンビリしたムードに流されがちの気持

ちを引き締めて、これからも第一線の研究を継続し

たいです。私の好きな言葉『生涯一捕手』。南海ホー

クスのかつての名捕手の野村克也さんの言葉です。

野村さんに習って、私も一人の物理学ととして長距

離ランナーでありたいです。

関東に住むのは初めての経験です。自信が多い

ことを除いては千葉県は気に入っています。日本大

学で働けることも、とても嬉しく思っています。ほ

とんど20年近くも理工学部の郡竹研究室と緊密な

連携を保ちながら共同研究を続けてきたからです。

私の研究室も郡竹研の一員として古い付き合いで

す。日大に勤めるのも、あとそんなに長くはありま

せんが、しっかりやって一花も二花も咲かせたいつ

もりです。皆様、どうぞよろしくお願いします。

放 射 化 学 担 当

助教授

小 川 尚 武

桜薬会会員の皆様には、各方面でご活躍のことと

お慶び申し上げます。私は昭和40年に、日大理工学

部薬学科を卒業し、製薬会社に2年、再び母校で副

手として約 3年間お世話になりました。その後、熊

本大学薬学部放射薬品学教室で19年間を過ごし、昨

年 4月 より日大薬学部薬品物理rL7研究室に勤務致

しております。従いましてこの度の移動で、学生の

頃ご指導戴きました多くの先生方をはじめ諸先生と

一緒に仕事のできる幸せを痛感しています。早く日

大の雰囲気になれてみなさまの足手まといにならな

いように努力しようと思います。諸先輩のご指導を

宜しくお願い致します。

私の今までの仕事は、機能性高分子 (主にキレー

ト樹脂や高速液体クロマトグラフィー用カラム充填

剤)や放射性医薬品に関するものですが、今後は界
面活性剤等に関する仕事についても研究したいと思

っています。一年生の放射化学の講義では、現在病

気や機能の診断に多方面で使われている放射性医薬

品等も含め、放射化学の基本的なところを充分把握

できるようにと心がけていますが、なかなか自ら満

足のいく講義ができず力不足を感じる昨今でありま

す。

ところで、久しぶりに東京近郊に住むようになり

まして、環境の急速な変貌に驚いています。例えば、

1・総武線が高架になって比較的短時間で遠くまで行

けるようになったり、沿線の駅が各々立派になって

いること、2・土地の異常な高騰で家を持ちにくくな

ってきていること、3・乱開発で生物相が変わってし

まった (一例として学生の頃には見られた蝶の一種

ギフチョウが多摩丘陵にはいなくなった)等が挙げ
られます。今後はなお一層自然とバランスのとれた

よい生活環境ができるようにと願っております。

とにかく、19年ぶりの関陳地方で浦島太郎の感な

きにしもあらずの毎日ではありますが、速く習志野

硬

授

原

教

杉
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での生活になれて頑張ろうと思います。重ねて皆様 のご指導、ご協力をお願い致します。

研 究 室 だ よ |リ

薬化学研究室

桜薬会会員の皆様には、各方面に益々御活躍のこ

ととお慶び申し上げます。

まず教室の近況についてお知らせします。長い問

薬化学研究室の助手として活躍された本橋重康助手

は、薬学部設置にともない、63年 4月 より化学研究

室に移られて教育研究に励んでおられます。

62年度4月 より給費生として野口政広君 (62年

卒)、 松下玲子さん (62年卒)の両氏が学生実習及
び卒研の指導、準備など協力して下さいました。松

下さんは62年 H月 より本島病院に、野口君は63年
4月 より千葉県がんセンターに、それぞれ就職され

ました。

新任として、63年 4月 より副手に長谷川弓子さん

(63年卒)、 給費生に奈綱順子さん (63年卒)力剛 究

室に残られ、新風を吹き込んでいます。長谷川さん

は陸上長距離走、奈須さんはゴルフが得意なお嬢さ

ん達です。

長谷川 (稔 )先生、宮尾先生、外山先生、香取先
生もお元気で、それぞれ研究、教育にお忙しい毎日

を過ごされています。私、高畠も63年 4月 に、東京

大学薬学部薬品代謝化学教室 (広部雅昭教授)か ら
1年間の内地留学を終え、駿河台校舎の方にもどっ

て来ました。

63年度の卒論生は16名で、7月下旬には山中湖ヘ

行き、日中はテニス、バ トミントン、夜は花火大会、

ゲーム、懇親会と楽しい一時を過ごしました。

末筆ながら皆様の御健康と一層の御活躍をお祈り

申し上げます。

放射化学研究室

(高畠 記 )

桜薬会会員の皆様には各方面で益々ご活躍の事と

お慶び申し上げます。昭和 63年当初から最近まで

の研究室の動きについてご報告します。

昭和63年 3月 にはそれぞれ3年間教室のために尽

力してくれた鷹野英博氏が退職し、医療法人積善会

病院に薬局長として勤務しています。今は新しい職

場にもなれて頑張っています。一層の活躍を祈って

います。昭和63年 4月 1日 より当教室出身の大野修

司氏が給費性として勤務しています。氏は昭和 61

年 3月卒業し、4月から星薬科大学大学院に進学し、

昭和63年 4月 には博士後期課程に進んでいます。星

薬大篠田教授の特別のご配慮でこのようになったの

ですが、教室のレベルの向上のために大変有意義な

ことと思います。

もう一つの人事としては昭和63年 9月 1日付で九

川文彦氏を助手として迎えたことです。氏は明治薬

科大学を昭和 58年 3月 に卒業、4月 より大阪大学大

学院の博士前期課程に進学し、昭和63年 3月博士後

期課程終了、同時に「水系における微生物の生存性

に関する研究」の論文名で薬学博士の学位を取得し

ています。明朗、闊達な人物ですから、同窓の方々

には特によろしくお願いします。

昭和63年度卒論生は13名で、男性9名、女性4名

の割合です。教室旅行は 10月 8、 9、 10日 と軽井沢

で親睦をはかりました。卒研生の就職状況は、病院

薬局5名、調剤薬局2名、メーカー2名、その他 1名、

未定 3名です。

当研究室の薬学部への移転平成 2年 3月 末の予定

で、それまでは本拠地は駿河台校舎にあります。

薬学部移転後は臨床薬剤学研究室として新しくス

タートを切るわけですが、同窓会としては放射化学

研究室卒業生も含めて考えておりますので、それに

あった新しい同窓会名にしたいと思っています。適

当な名前を考えてください。
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薬品製造学研究室

会員の皆様には各方面において相変わらずご活躍

の事とお慶び申し上げます。当研究室のスタッフー

同は元気に過ごさせていただいております。

研究室の近況をお知らせいたします。新スタッフ

として昨年4月 当室を御卒業されました榎本祐子君

は4月 ～6月 に勤務され、後任に薬事経済研卒の菊川

由紀子君が 8月 より勤務されております。

来年度は三宅助手も東京大学への国内留学より帰

任されます。また、本研究室6期卒業の藤本康雄氏

がやはり4月 から理化学研究所より着任の予定でご

ざいます。

昭和63年度の当室の研究生は男子2名、女子13名

です。昨年7月 には軽井沢研修所へ2泊 3日の卒業研

修旅行へ出かけ、テニス、ゴルフ、巨大迷路等のリ

クリエーション、そして就職・卒業研究に係るゼミ

ナールと盛り沢山のメニューを消化し、教員・学生

相互の親睦を大いに深めた次第です。写真は9月 に

実施された卒研対抗ソフトボール大会でのもので

す。

さて、再開されました当室の同窓会も本年度で3

回目を迎えました。今回の参会者は約70名、同窓会

での情報から卒業研究生の就職話もまとまり、今後

の会の発展のきざしの見える思い出ございました。

同会の決算を別表に揚げました。

来年度の同窓会開催は 10月 1日 (日 )、 13:00～
15:00、 東京ステーションホテルを予定いたしてお

ります。同窓諸兄姉多数の参加をお願い申し上げま

す。

末筆ながら会員諸氏の一層のご活躍を心からお祈

り申し上げます。

薬品製造学研究室同窓会決算報告

I 収入の部
繰り越し金

会   費
通 信 費
祝   金
合   計

Ⅱ 支出の部
会 合 費
ア ル バ ム

事 務 費

合   計

487.559

420,000

134,000

105,000

1,146.559

438,920

14,500

186,470

638,940

次年度繰越金        507,619円
会  計    道祖土勝彦、岩藤裕一
会計肇杏    三股輝夫    (道祖土記)

衛生化学研究室

早春の候、桜薬会会員の皆様方ご健勝のこととお

喜び申し上げます。

さて、早いもので千葉県船橋市に薬学部が開校し

て以来一年が過ぎようとしております。今年4月 に

は新入生200余名力うヽ 学する予定で、教員も新規に

赴任される方々を含め20名以上の移動があり、薬学

部もようやく一学部として動きだそうとしておりま

す。

衛生化学教室も来年 3月 で駿河台の地から薬学部
へ移動する予定であり、澤村、長谷川両教授をはじ

めとして教室員全員慌ただしい毎日を送っておりま

す。特に、平成 4年度開設予定である大学院設置の

ため、研究、教育に頑張らなければならないと決さ

している次第です。

現在の教室員を紹介しますと、澤村、長谷川両教

授、立川、山中両助手、さらに昭和 63年 7月 1日 よ
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り給費生として亀高千津子さん (昭和60年度卒)が

在籍しております。今期卒研生は 19名であり、実

験、卒業試験および国家試験勉強に大変忙しい毎日

を送っております。教室旅行は昨年 10月 に那須方

面へ出かけ、大いに親睦を深めました。

最後になりましたが、卒業生の親睦会であるカッ
パ会も63年度は9月 に開かれ、旧交を暖め楽しい一

時を過ごしました。次回のカッパ会 (平成元年 10月

1日開催予定)は駿河台校舎での最後の会となりま

すので日頃お忙しくて参加できない方々にも是非出

席頂けるようなものにしたいと願っております。

末筆ながら、皆様の一層の御活躍をお祈りしてお

1988年の卒業生は、24名 (男子 13名、女子H名 )
で、彼らの進路としては、千葉大大学院、エスエス

製薬 (株 )、 湧永製薬 (株 )、 サンド薬品 (株 )、 (株 )

ウチダ和漢薬、カネボウ薬品 (株 )、 公立昭和病院、

鹿屋病院、旭中央病院、ヨナハ病院、東大附罠病院、

第一薬局、三原薬品、千葉県教司〒、(株)メ ヂカル

フレンド社 (出版社)、 そして全日空の国際線スチュ

ワーデスヘと新しい職場で張切っています。先輩方

には、彼らを見かけられましたら、よろしく御指導

の程お願い申し上げます。

さて、1992年には、大学院が設立される予定とな

っており、薬学部への移行から大学院生の受け入れ

まで、より慌ただしい日々が続くと思いますが、研

究室も滝戸教授を中心として更に飛躍したいと思い

ます。卒業生諸兄姉も、一層の御指導御鞭達の程よ

ろしくお願い申し上げます。

末筆ながら、皆様方の益々の御発展をお祈り申し

上げます。

薬品分析学研究室

(安川 記 )

桜薬会会員の皆様にはお元気に御活躍のこととお

慶び申し上げます。

初めに研究室の近況をお知らせ致します。椛澤先

生は平成元年度より薬学部教授として移られ、分析

学教室は今年は薬学部と理工学部薬学科の2ヶ所に

分かれます。今は引越しの準備等に追われておりま

すが、新しい薬学部の研究室は中庭向きの3階で、理

工学部の滑走路も見える大変眺めのよい場所です。

又、63年 4月 より勤められていた新村佳世冨1拝が元

年 3月 をもって退職されます。後任には、千葉大学

博士課程終了予定の四宮一総さんが助手に内定して

います。63年 3月 に退職された竹内俊文助手は現在

米国デラウェア大学に留学され、日夜研究に励んで

おられます。

本年度も卒研生 11名 (男性 10名、女性 1名)が
配属されました。夏には日光に研修旅行に出かけ、

親睦を深めてまいりました。現在は卒業論文の提出

も終わり卒業試験、国家試験に向けて全員頑張って

います。

ります。

生薬学研究室

(立川、山中 記 )

生薬研究屋では、薬学部への移動に伴い慌ただし

い日々が続いています。木下文恵 (旧姓 :木村)助

手は、出産のため退職され、昨年 H月 に無事丈夫な

男の子、太君が生まれ、子育てに忙しい毎日を送っ

ている様子です。後任としては、給費生の黒崎智恵

さんが、日1好として木下さんに負けじと頑張ってい

ます。給費生の小峰茂君は、引き続き研究に取り組

んでいます。また、小林弘和君は、昨年 3月 よリサ

ンド薬品 (株 )へ、大学院生 (工業化学専攻)の原

英行君 (61年卒)は、エスエス製薬 (株 )にそれぞ

れ就職しました。滝戸教授は、薬学部、大学本部及

び駿河台と、誠にお忙しい毎日です。

研究面では、4つの研究費 (東京都 :老年性痴雲に

対する漢方構成生薬の品質評価に関する研究 ;製薬

会社の委託研究 :植物からの医薬品開発研究 ;日本

大学の総長指定の総合研究 :バイオテクノロジーの

応用に関する総合的研究 :及び太田海外学術交流基

金による本学姉妹校である韓国中央大学校との共同

研究 :韓国民間薬中の生物活性成分研究)に加え、中

国藩陽薬学院 (生薬「銀柴朝」の研究)及び山西省

医薬研究所 (生薬「黄書」の研究)との共同研究と、

猫の手も借りたい程の忙しさです。しかし、研究室

一九となって頑張っています。これらの成果につき

ましては、学会、学会誌等で報告しています。
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第 13回分析学教室同窓会は7月 24日 (日 )東京

ステーションホテルにて行われ、山本純子先生はじ

め多数の御参加をいただきました。

末筆ながら会員皆様の御健康とよリー層の御発展

をお祈り申し上げます。 (木村 記)

薬剤学研究室

桜薬会会員の皆様には各方面においてご活躍のこ

とと御推察いたします。

誠に残念なことでございますが、昭和58年 4月 よ

り本学教授として、薬剤学研究室を主宰してこられ

た斉藤太郎先生は昭和62年 3月頃より病気療養をさ

れておりましたが、闘病の甲斐なく昭和63年4月 22

日お亡くなりになりました。享年 70才でした。誠

に痛恨の極みであります。

先生は、昭和 54年度日本病院薬剤師会学会賞

昭和57年度日本薬剤師会賞

昭和58年度薬事功労者厚生大臣表彰

昭和 61年度日本薬学会功労賞

などを受賞され日本の薬学に顕著な業績を挙げられ

ながら、そのお人柄は飾らず、気取らず厳しい内に

も温かt Nl心情をもって私洪を始め学生に接せられま

した。

ここに先生の生前のご功績を讃え、ご指導に感謝

し、深くご冥福をお祈り申し上げ弔意を表す共に、

謹んで会員の皆様にお知らせいたします。

昭和63年 4月 より研究室は、堀岡正義教授、岡村

信助教授、後藤博子講師、伴野和夫助手、原口真奈

美助手の 5名です。

さて、昭和 63年 3月 には当研究室より21名 (男

6名、女 15名 )力鰈 し薬剤師国家試験も全員合格

いたしました。就職状況は病院 9名 (う ち国公立 3

名)薬局4名、製薬会社4名、その他3名、進学 1名

でありそれぞれの分野で頑張っています。

また、昭和63年度卒研生は18名 (男 9名、女9名 )

です。親睦のための卒研旅行は9月 に1泊 2日で軽井

沢へ賑やかに行ってきましたが、学生たちにとって

は、先生方とのソフトボール等も良き想い出となっ

たことでしょう。現在卒業論文も提出し、あとは卒

業式を待ち、薬剤師国家試験に臨むだけです。

昭和 63年 9月 には「東京グリーンホテル水道橋」

において堀岡先生をお招きして、桜実会 (薬剤学研

究室の同窓会)を開き、多数参加いただきました。

ご存じの通り、昭和63年 4月 より薬学部が開講し全

てが新しい習志野キャンパスで1年生が生き生きと

学んでおります。平成 2年 4月 より4学年がそろい

増々活気にあふれることでしょう。当研究室は平成

2年 3月 までは、駿河台校舎におりますので、近くま

でいらした際にはお気軽にお立ち寄り下さい。

最後になりましたが、卒業生の皆様のご健康と一

層のご活躍をお祈り申し上げます。  (原 口記)

薬物学研究室

桜薬会の皆様には各方面で益々ご活躍のこととお

慶び申し上げます。

研究室の近況をお知らせ致します。草間講師は、

昭和63年 4月 より薬学部機能形態学研究室に所属替

えとぼりましたが、駿河台での講義・実習のため薬

学部校舎と駿河台校舎間の往復でご多忙な毎日でし

た。また給費生扱い臨時雇として、昭和63年 4月 よ

り米田圭助君が勤務されています。米国ミシシッピ

州立大学出張のため体職中でした伊藤助手は2年 3

ヶ月の留学を終え昭和 63年 10月 より復職しており

ます。

研究室に関連した行事としては、日本学術振興会

議短期招聘教授として来日した米国ミシシッピ州立

大学薬理毒生学教室守任IK Ho教授をお招きし、昭

和63年 12月 23日 に駿博会と日本薬学会関東支部の

共催でIK Ho教授講演会が理工学部1号館第2会議

室において開かれました。演題は神経薬理学の生化

学的基礎で、主として中枢神経系の薬理に関するわ

かりやすい内容の講演でしたが暮れの慌ただしい時

期にもかかわらず、学内外の先生方、学生等約 50名

の出席があり盛会で有意義でした。村越先生は、こ

の講演会の世話人としてその前後お忙しい毎日を過

ごされました。

昭和63年度卒研生は19名 (男性8名、女性11名 )

でしたが、すでに卒業研究を終了、就職も決まり現

- 13-



在は卒業そして国家試験に向けて全員奮闘中です。

尚、当研究室の薬学部校舎への移動は平成2年 4月

の予定です。平成元年 4月 より前東京大学薬学部教

授福田英臣先生が薬学部に赴任され薬理学を担当さ

れる予定ですが学部の方での講義はまだありません
ので、駿河台の方で毒物学と生物試験法の講義をし

て頂けることになっています。また牧村講師と石毛

副手 (薬学部で助手に昇格)も平成元年4月 より薬
学部に移籍されますが、平成元年度は学部の方では

講義も実習もありませんので駿河台の方に居られる

ことが多いものと思います。

理工学部薬学科から薬学部への移動・移籍等の過

度期を迎えつつ、駿河台校舎での研究・教育生活も

残り少なくなりました。このキャンパスは来年3月

までとなりましたので折りがありましたら是非研究

室にお立ち寄り下さい。

末筆ながら、桜薬会会員の皆様の御健勝と御活躍
をお祈り申し上げます。 (伊藤記 )

薬品物理化学研究室

桜薬会会員の皆さまにおかれましてはお元気に御

活躍のことと推察致します。研究室一同,佐藤教授を

中心として研究・教育にと励んでおります。薬学部
の新設にともない研究室のスタッフが増員となりま

したので御紹介致します。助教授として小川尚武先
生 (40年率、熊ホ大学より)が,助手として星野由雅
先生 (63年度上智大学大学院卒)が新たに入室され
ました。62年 4月より給費生としてお手伝いをいた
だいた小森雄太さんは、東京薬科大学大学院に進学

されました。後任として63年 6月 より塙 岡映 (63
年卒)が勤務しております。また、斉藤助手は学位
取得準備のために一生懸命な毎日です。63年度卒研
生は19名 (男性6名女性 13名)配属となり、7月下
旬には軽井沢に卒研旅行へ行き親睦を深めて参りま
した。その結果が実りまして、本年度の卒研対抗ソ

フトボール大会におきまして優勝することが出来ま

した。写真はそのときのものです。今、卒研生は卒

業論文の提出を終え軸 .国家試験に向けがんば

っております。研究室では薬学部移転のための荷物

整理と、来年度より薬学部において始まる薬品物理

化学放射化学実習の準備にと追われる毎日です。最

後になりましたが、皆様のご健康と一層のご活躍を

お祈り申し上げます。

薬事経済学研究室

(塙  記)

桜薬会会員の皆様には、各方面での益々の御活躍

をお慶び申し上げます。また、日頃より、母校の各

行事への御協力と後輩への御指導をいただいており

ますことを厚く御礼申し上げます。

はじめに、当研究室の近況をご報告いたします。

研究室員には、昭和 63年 4月 より私、永喜美和子
(62年卒)力涯」手として、また、皇悦子さん (62年

卒)が昨年度より引き続いて勤務しており、中村先
生と一緒に研究活動,学生の指導に励んでおります。

最近の当研究室の研究内容は、「薬局における処方
鑑査業務の解析」,「保険薬局の業務内容と経営実態の

解析」など力注体であり、医療の現場に直結する多
くの問題に精力的に取り組んでいます。

さて、当研究室の昭和62年度卒研生 (男子9名,女

子4名)は、大部分が大手製薬会社,病院等へ就職し、

それぞれ活躍しております。今年度 (63年度)の卒
研生は、総勢15名 (男子8名,女子7名)と 例年より

多く、たいへん賑やかになりました。それぞれ就職

先も決まり、現在国家試験に向けて猛勉強中です。

前回にもご報告いたしましたが、当研究室の薬学

部移転は、平成 2年 4月 となっており、駿河台校舎
での生活も残り少なくなりました。当研究室員一

同、他薬科大学にないユニークな研究室の伝統を大

切にして、薬学の領域における医療への貢献を目指
して行きますので、今後とも宜しくご支援の程お願
い申し上げます。

最後に、皆様の一層の御健康と御活躍をお祈り致

します。 (永喜 記)

微生物学研究室

研究室の近況をお知らせいたします。

昭和63年 4月 の薬学部設立に伴い、当研究室も新
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校舎に移転しました。引越当初のあわただしさも一

段落し、現在は、小山教授以下、井口助手、奥脇給

費せい、しまだふくしゅとで教育、研究に励んでお

ります。

7月 に、小山先生は約一ヶ月の日程で海外派遣研

究員としてヨーロッパ方面に出張され、パリでの第

8回バイオテクノロジーシンポジウムに出席される

など有意義な時間を過ごされました。

62年度卒研生 H名は、昨年 3月無事全員卒業し
様々な分野で活躍しております。

また、63年度卒研生は9名力貿属されました。い

ずれもスポーツマンで、研究の合間をみて習志野な

らではの屋外スポーツを楽しんでおり、卒研対抗ソ

フトボール大会では、日頃の練習の成果がみのり

(?)みごと準優勝をはたしました。
また、卒論旅行は9月 に伊豆方面に行き、運動部並
のスケジュールをこなし、教員、学生相互の親睦を

深めました。年もあらたまり、目下、卒業に向かっ

て頑張っております。

研究室の研究成果も着実に前進しており、今後とも、

先輩各位のご協力を心からお願い申し上げます。

なお、当研究室への連絡は以下のところまでお願
い致します。

千葉県船橋市習志野台7-7-1
日本大学薬学部内

電話、0474-65-4661(小山先生直通)
0474-65-4543 (姓 物r輌研夕題室直:饉 )

近くにお越しの節は是非お立ち寄り下さい。

機能形態学研究室

桜薬会会員の皆様には、各方面でお元気に御活躍

の事とお喜び申し上げます。

さて新薬学部で、スタートしたばかりの機能形態

学研究室のこの一年について御紹介します。まずス

タッフですが、前号で御紹介のあった村上先生が松

戸歯学部より教授で着任され、薬学科から移籍した

筆者 (専任講師)と形の上では二人でスタートしま

した。しかし、筆者は理工学部の兼任講師として薬

学科での勤務が多く、事実上は村上先生一人で切り

盛りされていたというのが現状でした。設立当初は

何処でも経験することでしょうが、何をするにも物

がなく、ヤカンや湯呑の有難さを痛感させられる

日々でした。後期になって東邦大学薬学部より木沢

靖夫君が助手として来られ、八面六臀の大活躍で、

まさにスムースに機能し出しました。また本年4月

からは薬学科新卒の大童しのぶさん力酒J手として加

わってくれることになっており、全員揃うことにな

ります。

研究室での特記事項としては、後期から機能形態

学 Iの講義が始まったことです。ビジュアル世代の

学生に相応しくビデオを駆使した講義はなかなか好

評で、特に講義の一貫として設定された人体解剖実

習は圧巻でした。各人が人体のあらゆる臓器を自分

の手で触れてみるという経験は少なからず学生の心

に影響を与えたようです。

現在は4月 から始まる機能形態学実習の準備に追

われています。これまでの生理解剖学実習の内容に

加えて新しいテーマも数多く取り入れ、デモンスト

レーションを減らしなるべく全員が測定できるよう

に工夫されています。

なにぶんスタートしたばかりですので何不自由な

くと言うわけには行きませんが、教育、研究に精一

杯頑張る所存でおりますので、よろしくご支援のほ

どお願いします。

最後に、桜薬会会員の皆様の一層のご健勝と御発

展をお祈りします。

(島田 記)
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化学研究室

会員諸兄姉には各方面においてお元気でご活躍の

事と存じます。以下に化学研究室の紹介を記させて

いただきます。

当研究室は昭和63年4月の薬学部発足に伴い新た

に設けられたもので、業化学、薬品分析学、薬品化

学の酸研究室と共に3号館3階の一角を占めており

ます。

徳竹伯夫が研究室を主宰させていただく事になりま

した。

化学は薬学を学ぶ上で最も大切な分野の一つと考

えますので、基本的にはその面から薬学という学問

にアプローチして行きたいと思います。教育・研究

もそういう方向に沿ったものとなります。また、薬

学部に学ぶ学生には、薬剤師免許を取得することで

事足れりというのではなく、薬学は実学であること、

そして身きの不調に悩む人を対象とするものである

こと、などを認識させ、使命感を持たせるような教

育をしたいと思っています。

最も若い研究しつですのでどうかよろしくご指導

ご鞭撻の程お願い申し上げます。  (彼 竹 記)

生物学研究室

桜薬会会員の皆様には、各方面においてますます

御活躍の事とお慶び申し上げます。

当研究室は薬学部設立に伴いまして、理工学部一

般教育科生物研究室から移行して開設いたしまし

た。開設にあたり、前筑波大学生物科学系椿啓介先

エーザイってこんな会社です

ザーネクリームをご存じですか
エーザイは医師向け医薬品を中心に、大衆薬、動

物薬、園芸薬、医療機械に加え直接生活者にご使用

生を教授としてお迎えし、生物学研究室を主宰して

頂いております。椿先生は、菌類の分類学において

国際的に知られております高名な先生で、日本菌学

会の重鎮として多方面にご活躍中でございます。先

生は (財)発酵研究所副所長を歴任なされるなど薬

学との関係も深く、今後薬学部の発展のために御尽

力いただけると存じております。従って教室の構成

員は椿啓介教授 (植物学担当)、 渡辺和子教授 (動物

学担当)、 ′lヽ 1吉夫助手、草間國子助手の4名で教育

および研究に従事しております。開設と同時に赴任

されました」ヽ |1助手 (東京教育大学大学院理学研究

科修士過程昭和 50年修了、後筑波大学技官)には、

理学部出身者として学び得られた経験を薬学部にお

いて発揮されるよう期待しております。また、理工

学部から移籍いたしました草間助手 (薬学科 20期、

千葉大学大学院薬学研究科修士課程昭和 52年修了)

は、御主人と一粒種のお嬢さんの理解・協力の下に、

家庭と仕事との両立を図り、情熱的に仕事に打ち込

んでおられます。

昭和 63年 4月 2日に行われました竣正式および開

校式、201名の新入生を迎えて行われました開講式

と新生薬学部誕生以来早いもので一年が経ようとし

ております。薬学部となり教育研究設備は以前より

充実いたしました。実習室には視聴覚教育の設備が

整備されていまして、顕微鏡を使用する生物学実習

では、より良い教育効果をあげること力輌酷Llこなり、

また、学生自身も充実された設備の中で一生懸命頑

張っております。

最後になりましたが、皆様方の一層の御健勝と御

発展をお祈りいたします。 (渡辺 記)

して頂く、化粧品、トイレタリー、食品に至る広範

囲の事業展開を行っている研劉開発指向メーカーで

す。

現在社員は3,700名でそのうち桜薬会会員は 1%

に当たる35名で、5期生の西本、山岡氏が最古参社

職 場  往 来
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員となっています。

エーザイの企業理念である、創業精神を心の糧と

して社員ともども、桜薬会会員が自由と自主性を重

んじた企業風土の中で、地域においては北海道 (9期

宮崎氏)から南は長崎県 (30期井上氏)まで、職種

においてはマネジメント、研究開発関係、牛産関係、

営業関係と広く活躍しています。

エーザイの創業精神

よい研究からは、よい製品力で きる。よい製品に

よいプロモーションをすれば、よい利益を生み出す。

よい利益があがれば、社業はよく発展し、社員よい

給与で報いられる。よい製品を次々と考え出し、よ

い品質を売りものとし、良心的でしかも巧みなプロ

モーションで普及をはかり、世界の国々の多くの

人々の健康福祉に大きく寄与することが、エーザイ

の創業精神である。

社長は41才の若々しい企業です

二十一世紀に向けて、社として戦略 5ヵ 年計画を

立案し、国際化を積極的に進めつつ、現在挑戦中で

す。社の5ヵ年計画と同時に、一人一人の5ヵ年計

画を社員全員が若い社長に答申し、応じて社員一人

一人に社長の気持ちをフィードバックし、自主性を

重んじると同時に一人一人を大切にする肌細かな経

営を行っています。

時には桜薬会会員で鍋を囲みます。色紙は東京地

区を中心に開いたときのエザイ桜薬会出席者です。

会員が全国で活躍しているため、全員が集まるの

は難しいですが、職場単位で会員が集まり仕事の話

や学校に関する情報交換をおこなっています。特に

本音の生々しい情報交換の場としてはまたとない機

会となっています。    (6期 根本、8期寺沢)
薬学出身者 (数字は卒業年)

32近藤泰夫、石橋義弘、33雑賀昭助、35山岡

滋、西本行雄、36根本圭二、小荷田孟史、37板橋

弘、中山正興、38寺沢正孝、39宮崎光一、吉田哲

朗、40榎本英機、41田辺義雄、46田村公太郎、47

國井敏信、48松田忠行、51高田義郎、田辺貞夫、
52山崎一夫、53り |1崎正人、54増田修也、55和田

千明、石綿仁、橋津雅宏、56御蘭生隆雄、57伊東

康夫、川田俊朗、上野祐子、58千原昇、59内田幸
一、60井上雅博、61今給黎明彦、63平林正美、猪

俣享、以上 35名 (日大出身全員 76名 )

八期生25周年同窓会

会 長   河南 雅章
八期生の25周年同窓会が昭和63年 10月 8日 (土 )

午後 3時より銀座アスターお茶の水賓館で盛大に開

催されました。お忙しいところ御出席賜りました恩

師の先生は日大名誉教授の里見政吉先生、中村泉先

生、山本純子先生、薬学部長の桐澤誠先生、薬学科

主任の澤村良二先生、村越書衛先生、佐藤孝俊先生、

小山隆先生、椛澤洋三先生、高橋周七先生、山内盛

先生の諸先生、それに日本大学薬学部校友会 (桜薬

会)から高仲正会長にも出席していただきました。
会は波間美佐子氏の司会で始まり、最初に河南雅

章会長の挨拶があり、続いて桐澤先生より新しく発

足した薬学部の現況と今後の薬学部の発展のために

是非とも卒業生の協力をお願いしたいというお話が

ありました。続いて澤村先生から理T学部薬学科の

現況と 1989年度いっばいで理工学部薬学科から薬

学部への移動が完了するというお話があり、里見先

生の音頭で乾杯し、懇談に入りました。

25年ぶりに会う人、また山崎純弘氏のようにはる

ばる四国から出席してくれた人もあり、しばし学生

時代に戻ってはなしがはずみました。途中で高仲会

長より桜薬会の現況と、日大 100周年の募金に薬学

部のために是非協力して欲しいというお話がありま

した。
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斉藤太郎先生のご逝去を悼む
理工学部薬学科

主任教授 澤 村 良 二
前日本大学薬学部教授医学博士、斉藤太郎先生の

言卜報に接し、薬学部・薬学科教職員を代表して、こ

こに謹んで哀障の意を表するものであります。

斉藤先生は、昭和17年東大医学部薬学科を卒業さ

れ、広島陸軍病院に奉職中非運にも原爆に逢われま

したが、奇跡的にも健康を維持され、国立柳井病院

薬剤科長、武田薬品工業靱、山口医科大学薬剤部長、

同大学薬理学助教授 (兼任)、 山口大学医学部病院薬

剤部長、群,馬大学医学部病院薬剤部長、共立薬科大

学教授、三和化学研究所学術顧問などを歴任、昭和

58年 4月本学理丁学部薬学科教授 (薬剤単)に就任

されました。昭和 63年本学薬学部の設置により薬

学部教授となられた後、昭和63年 4月定年により御

退職になられました。

この間、厚生省新薬開発推進会議委員、同中央薬

事審議会医薬品安全対策特別部会委員、同副作用調

査会委員、その他多くの要職を兼任され、広く日本

の薬学教育と医療ならびに薬事行政の各分野で活曜

されたことは、多大のご功績として多くの人々に銘

記されているところであります。これら永年のご業

績により昭和54年度日本病院薬剤師会学会賞、昭和

57年度日本薬剤師会賞、昭和 58年度薬事功労者厚

生大臣表彰、昭和61年度日本薬学会功労賞を投賞さ

れました。

先生は、このような多忙な要職の中にあって、多

くの著書を執筆され、常に薬学人に指針を示され、

本学の教壇に立たれても広い学識と永い臨床薬学で

のご経験にもとずいた貴重な講義で、学生に感銘を

与えられました。ここに先生のご生前のご功績をた

たえ、御指導に感謝し、ひたすらご冥福をお祈り申

し上げて弔辞といたします。

斉藤太郎先生のご冥福を祈る

1里コ]学匈割廻票F"千斗
薬剤学教室 助教授 岡 村  信

斉藤太郎先生は、昭和62年春以来闘病生活にはい

られ、奥様はじめ、ご家族の手厚い看病も空しく、昭

和 63年 4月 22日早朝、70才の建めく生涯を閉じら

れました。誠に悲しく万感胸に迫る思いでありま

す。

先生は関東逓信病院薬剤部長をご退職後、昭和58

年 4月 より本学薬学科教授として就任され、薬剤学

教室を主宰されて以来、私共をご指導いただいてま

いりましたが、学問への情熱、きびしい中にも温か

い思い遣り、そして凄まじいばかりの、バイタリテ

ィーで一生を貫いて来られました。中でも広島での

被爆体験を淡々と語られ、ヒューマニズムの尊さを

説かれたお人柄が印象的で、今でも鮮明に私の脳裏

にやきついております。

罹病され、手術を受けられてから、膵臓癌とわか

っておられた時のお見舞いで、病床でその病気に関

する多くの内外の文献をとり寄せられ読破しておら

れました。また先生が最良と考えられた温熱療法を

も受け、精一杯、生への努力をなされている凄まじ

いまでの生き方に接し感銘を覚えました。先生は常

日頃、私共に「Do you the best]を 問うておられ

ましたことを生死を超えて、身を以てお示しになら

れました。亡くなられる最後まで文献を離さず、毎

日毎日勉強を続けておられた先生はまさに偉大な方

であったといえます。どうかやすらかにお眠り下さ

い。
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(17ベージより)

最後に、次回の会長に選ばれた渡辺正孝氏は挨拶
の中で「50才の記念にまた会を開きたい」と言って

いました。次回の再会を約して、二次会へ散ってい

きました。なお同期の人の出席は45名でした。幹

事の方々の御協力に心から御礼申し上げます。

今回都合がつかず欠席した人から届いた近況報告

を以下載せます。ただし順不同、敬称は略します。

原文のまま掲載しました。

三崎  弘 :先日(9/H)お会いした時出席のお
約束をしましたが残念乍ら社用 (重要用件)

ができてしまい欠席となりました。皆様によ

ろしくお伝え下さい。ご盛会をお祈りいたし

ます。

村田 和子 :姑が病気の為欠席いたします。次回
を楽しみにしております。

平川ミヅホ :元気で頑張っています。

福田  稔 :9月 5日から大阪へ単身赴任の予定で
す。平凡な日常生活に何か変化力起 きること

を期待しています。

福田 昌平 :御無沙汰致しております。早いもの
ですね。卒業後 25年もたったのですね。今
回残念ながら出席出来ません。盛会となりま

すよう祈ります。

金光 慶典 :目T4L幌へ単身赴任中。紋別の真壁、
ヘキストの福田、木古内の実松等同期の人々

と交流中 (樋渡も)

赤木 敬弘 :長女も来春薬大を卒業するのでよろ
しく。

工藤 定暉 :頚椎ヘルニアOPE腰椎、スベリ分離
症OPE後 2年間浪人しております。ただ今充
電中です。

工藤 祐江 :何とか過ごしております。皆様によ
ろしくお伝え下さいませ。

中島 正恵 :病気療養中です。
宮浦 園子 :お世話になっております。皆 様々に
よろしくお伝え下さいませ。

荒本 国興 :ア レルギー性鼻炎による咳と痰に苦
しんでいます。

今川 玲子 :幹事御苦労様です。今回も欠席いた
しますが、先生方皆様によろしく御伝え下さ

ヽヽ。

大野 秀彦 :課の行事が予定されており、残念な
がら出席できません。

高島 浩子 :子供 (大学 1年、高二)は寮生活で
手がかからないため、「ぼけ防止」に英語と数

学の塾をやっています。

山田 紀子 :返事が遅くなり申し訳ありません。
皆様によろしく。

=浦久仁子 :御返事おくれて申し訳ありません。
どうしてもつごうがつきませんので欠席させ

ていただきます。

辻川 照之 :昨年 4月二重県庁から四日市港管理
組合へ出向し、港の環境問題に取り組んでお

ります。あいにく欠席させていただきます

が、25周年記念同窓会の盛会をお祈りしま

す。

栗原 道子 :甥の結婚式と日時が重なり、残念で
すが欠席いたします。久しぶりに皆様とお会
いできると楽しみにしておりましたのに何と

いう運の悪さ、次回を待ちます。

コ lI 将― :大変ご無沙汰申し上げております。

前回 20周年ではお世話様でした。皆様の御

苦労を考えますとぜひ出席せねばなりません

が、都合がつきません。二次会にでもよんで

下さい。

市田 允子 :いつもお世話になります。残念です
が旅行とダプリますので、皆様によろしく。

清水 邦彦 :大変残念ですが、社員の結婚式出席
の為出席できず、次回を楽しみに

岩永 典子 :マイペースで頑張っております。近
くのおいでのおりはお立ち寄り下さい。

小杉万亀子 :本年6月末に私の父を又7月初めに小

杉の母を亡くしました。葬儀の際は「八期生

御一同様」より花環を頂戴いたしまして厚く

お礼申し上げます。

小杉 好通 :亡母の百ヶ日の法要のため欠席いた
します。

国領 文子 :当日は亡母の三回忌と重なっており
ますので、残念です。

酒井美智子 :子供達が大学三年と二年になりまし
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た。私は週三日調剤薬局に行っております。

皆様によろしくお伝え下さい。

正木 節子 :いつも欠席ばかりですみません。長
男大賀が 3月 24日 の上海列車事故にあい、3

月28日 に大阪日赤に入院し、7月 9日 に退院

しました。左膝のジン帯損傷で、又全身に渡

る切傷や輸血に伴う内科的な問題等も有りま

したが、ほとんど現在では回復し、左膝に

少々の屈伸の後遺症が残るのみとなり、通学

できる様になり、夏休み返上で補習をしても

らっているところです。左膝も140度まで曲

げる事が出来ますので、洋式 トイレを使用す

ればほとんど日常生活に支障は有りません。

自分は至って元気ですので八期生の皆様にど

うぞよろしくお伝え下さいませ。

第32回日本薬学会関東支部大会報告

実行委員長  椛沢 洋三
この支部大会は、関東地区の薬系大学が輪番制で

開催校になって開かれる学術講演及び研究発表会

で、去る昭和 63年 H月 5日 (土 )、 日本大学会館で
開催された。特別職演には、免疫活性物質の最近の

進歩―ヒトモノクロナール抗体、(日大・医)小野
魅先生。未知の生理活性物質を求めて、(宮崎医大)

松尾寿之先生。TDMの理論と実際、(九大病院・薬
剤部)樋口 駿先生。細胞毒性発現の刑思議な一面
―パラコート、プレオマイシンなどを中心として、

(名市大・薬)り |1添 豊先生の4席が組まれた。一般
研究発表はすべてポスターセッションで行われ、35

題のうち日大薬学関係で7題を数えた。参加者は一

般会員174名、学生85名、非会員48名であった。日

本大学薬学部で組織委員長桐澤誠学部長とし、挙党

体制で開催校をお引き受けし、多数の学生も参加し

て活発な討論に参加した。幸い好天にも恵まれ、設

備の整った会場で、ささやかながら懇親会も開かれ、

無事終了して次期当番の東京大学に引き継いだ。ご

参加いただいた方々、また実施にご尽力下さいまし

た皆様に厚く御礼申し上げます。

第21回日本薬剤師会学術大会を終えて

岡山支部  8期  佐伯 友偵
昭和63年 H月 12日 (土 )～ 13日 (日 )の 2日間
にわたり、今春、世紀の大事業で開通しました瀬戸

大橋の拠点地岡山市に2、 500余名の参加者で、「高

齢化社会と薬剤師―地域医療の活性化をめざして」

をメインテーマに学術大会が盛大に開催されまし

た。

その際、桜薬会岡山支部により、12日 (土 )「岡

山プラザホテル」において、同窓生 16名と大学より

沢村、中村両先生を迎え、同窓会を開催致しました。

今春、薬学部に昇格した学部の様子、また各方面で

ご活躍の同窓生の近況をお聞きし、楽しい一時を過

ごしました。次回は静岡です。

最後に、今回の学術大会で、沢村良二先生が日薬

賞を授賞されました。

日本薬剤師会功労賞を授賞して

沢村 良二
昨年 11月 12日、岡山市で開催された日本薬剤師

会学術大会のおりに、日本薬剤師会功労賞を授賞し、

元興寺の国宝薬師如来像を模写したレリーフなどを

いただきました。誠に光栄なことで、感謝いたして

おります。

私が薬剤師会の仕事に協力するようになったの

は、開設後まだ日の浅い日本大学工学部薬学科に私

が着任して以来のことで、はやくも35年の歳月が流

れました。私が日常の教育・研究の枠を拡げて、薬
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剤師職能向上にかかわる仕事のお手伝いをすること

ができたのは、日本大学の明朗でおおらかな環境の

中にいたおかげが大きかったと思います。

このたびの授賞を校友の皆様にも、ともに喜んで

いただきたいと思いますし、あわせて皆様の御支持、

御後援に厚く感謝の意を表する次第です。ほんとう

にありがとうございました。

島

13期  松田 信行
昭和63年 H月 20日 (日 )、 銀座東急ホテルで、私
達 13期生の卒業20周年記念同期会を、開催致しま

した。

我々13期生が、日本大学理T学部薬学科に入学し
たのは、東京オリンピックの年、昭和39年でありま

した。そして、卒業の年も、メキシヨ・オリンピッ

クがありました。我々、13期生は、こういう事で、

同期会は、オリンピックの年 (4年毎)に開こうとい

う約束がありまして、その後、ミュンヘン、モント

リオール、モスクワ、ロスアンゼルス、ソウルと、5

回のオリンピックの開催がありましたが、卒業後す

ぐにおきた、日大紛争のあおりを受け、同期生同志

の連絡が充分にとれず、過去において、同期会を盛

大に開くことは、できませんでした。今回は、卒業

20周年記念ということで、3月 より準備にかかり、

まず、名簿作りから始めましたが、なかなか思うよ

うにいかず、桜薬会、事務局長、山内先生の御好意

により、同期生名簿を頂くことができ、大変に助か

りました。次に、場所、実施日等を決めるにも、多

少てこずりました。7月上旬、頂いた名簿をもとに、

案内状の発送を致しましたが、締切期日までに、発

送総数の3分の 1ぐ らいしか返送されてこず、また

出席者も20名余りで、同期会自体の開催も危ぶまれ

ました。しかし、各研究室幹事の秋山、郡司、川日、

高橋、坂田、山崎さんの皆様方に御無理をお願いし、

一人でも多くの同期生が、出席されるようご努力を

お願い致しました。そのかいあって、北海道をはじ

めとして遠方より、また、御夫婦揃っての御出席な

どもあり、過去の同期会の倍以上の49名の出席者が

揃いました。また、先生方にも、桐沢先生をはじめ

として、沢村先生、村越先生、山内先生、宮尾先生、

牧村先生、および、桜薬会会長、高仲様にも御出席

いただき、幹事の一人として、誠に嬉しい限りであ

りました。

さて会は、薬学部長、桐沢先生より薬学部の概要、

お祝辞をいただき、桜薬会会長、高仲様よりお祝辞、

日本大学 100周年行事への協力などのお言葉があ

り、薬学科主任教授、沢村先生の乾杯の音頭の後歓

談に移りました。すぐに先生方を囲んで、いくつか

の和やかな輪ができました。卒業時とあまり変わっ

ていない人、太った人、頭に白いものが目立つ人な

ど、様々でしたが、皆それぞれの道で活躍されてお

り、自信にあふれていました。たくさんの話題が飛

び交い、会場は20年前の学生時代に引き戻されたよ

うな錯覚に陥り、実い声に包まれ、あっという間に、

予定の 2時間が過ぎてしまいました。この時ほど、

時間が経つのを早く感じたことはありませんでし

た。
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最後に次回の幹事、高橋、坂田さんを選出し、4年

後のバルセロナ。オリンピックの年の再会を約束し、

閉会となり、なごり惜しみながら、2次会へと流れて

いきました。

最後になりましたが、先生方には、お忙しい所、

我々13期同期会のために御出席頂き、本当にありが

とうございました。また、同期生の方々にも、お忙

しい中、遠いところから駆けつけて頂きましたこと、

大変感謝致しております。

「千葉県支部」発足する

平成元年 2月 25日 (土 )、 午後 3時より桜薬会千

葉県支部の発会式と記念式典、記念講演および懇親

会が新設薬学部校舎において開催された。支部の発

足は千葉県習志野台に薬学部が誕生したことを機会

に計画されたもので、会員は千葉県に在住および勤

務する桜薬会会員により構成するものである。

発会式 小清水敏昌氏 (12)の司会で、発会の主
旨。経過報告 (新村宗敏)、 会則の説明 (小山  隆
氏)および承認のあと下記の役員が選出され支部会
が発足した。()内卒業期
支 部 長 :新村宗敏 (1)

副支部長 :小山 隆 (1)、 木下正美 (2)、 達谷窟庸
助 (3)、 市原 正 (4)
常任幹事 :安藤修一 (7)、 渋江洋介 (6)、 今吉佑子

(11)、 小清水敏昌 (12)、 藤原良雄 (16)

幹  事 :分林孝夫 (1)、 鶴田 実 (2)、 竹内 清
(3)、 山内 盛 (4)、 坂田 允 (5)、 根本圭二 (6)、

小山征治 (7)青木正忠 (8)、 原 良介 (9)、 浅野輝
美 (10)、 北 史夫 (H)、 野沢克巳 (12)、 上野直
毅 (13)、 伊東 孝 (14)、 草間 貞 (15)、 上野正
男 (16)、 池上文雄 (17)、 久保山 昇 (18)、 長尾
正治 (19)、 金井 覚  (20)、 井口法男 (21)、 浅
井秀樹 (22)、 葛岡康広 (23)、 古山陽― (24)、 大

野幸夫 (25)、 井熊一宏 (26)、 笠原正美 (27)、 興

津新二 (28)、 田口広樹 (29)、 佐藤久仁子 (30)、 高

松 智 (31)、 野口政広 (32)鹿島雅美 (33)
監  事 :大木直之 (4)、 渡邊和子 (9)
記念式典 支部発会式に引続き記念式典が行われ
た。ご来賓として日本大学校友会千葉県支部副支部

長 渡辺義男氏および同事務局長 梶 善雄氏、薬
学部長 桐澤 誠氏、薬学部事務長 渡辺瑞男氏、
および日本大学薬学部校友会会長 高仲 正氏のご
出席を賜り、また薬学部の先生方をはじめ会員多数

出席のもとで行われた。

記念講演 日本薬剤師会専務理事 小宮広宣氏
(9期 )による「薬剤師をとりまく諸問題について」
の記念講演が同会場で行われた。

懇親会 薬学部の食堂に会場を移し、市原  正
氏 (4期)の司会により、滝戸道夫先生のご挨拶、澤

村良二先生のご発声で出席者 75名によって開催さ

れた。歓談は予定をはるかに過ぎた6時過ぎまで続

いたが、村越善衛先生の中〆のご挨拶、渡辺義男県

副支部長による万歳三唱の音頭で閉幕した。(本会

は、今後年一回の総会とまた支部設立にともない日

本大学校友会 (全日大)千葉県支部に加入し、他学

部交友との交流を深めてゆくことになります。皆様
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の積極的なご参加とご協力をこの紙面をお借りして

お願いを申し上げる次第です。 (文責・新村宗敏)

「誰が沢村先生を発見したか。」

(社)新潟県薬剤師会会長  宮  正絆
沢村良二先生は、日本薬剤師会功労賞を授与され

た。昨年 H月 12日岡山市で。日薬学術大会開会式
の壇上にて。時に午前 H時 26分。その瞬間目がき
らきらして居られた。夜、恒例の桜薬会会員による

交換会は祝賀会となった。岡山の佐伯氏 (9期 )が主

催。中村健先生 (日薬の薬業経済委員会委員)は じ

め、常連の先輩、秋田の加賀谷氏 (1期 )、 有名な三

鷹調剤方式、、開局薬剤師のホープ石井誠氏 (11期 )、

同級の前田君 (8期 )。 まあなんて日大出も美人がい

るもんだのレデイ達。途中、環境政務次官、石井道

子さんがお見えになったので、いやが上にも盛り上

がり、先生のお顔は、幾分黒味がかってはいるもの

の許容範囲を越えて、フェノールフタレン状に輝い

た。

先生の功績は、生涯教育、公衆衛生等で 特に学
校薬剤師で目ざましい。

薬剤師は学校保健の協力者である。空気、照度、

食器、薬品の点検を行う。医師、歯科医師に次ぐ活

動で 次代へ社会的財産を引き渡す。医薬分業と共
に最重要課題である。地味だが社会に欠かせない。

その基礎を、創設時に作られたのが日大の沢村先生

である。特に飲料水、プール水の消毒の権威である。

私の県、新潟へも来られ数回講演を頂いた。私の所

は、新沢氏 (6期)を軸に日大出身者が多く活躍して

いる。一昨年発表した学校薬品廃物処理教本は注目

され、地方紙のトップを飾り、全国から注文が相次

いだ。

先生に逢うと、私達現場に近い人だと思う。いつ

も、方法論は言われない。何か、見つけ出せという

悟れという態度である。これは面白くない時もあ

る。逆に方法論ばかり言う人もいる。だが「いざ」

の時役に立たず、遠い人になってしまう事が多い。

恩師は皆ありがたいと思っている。

話はこれで終らない。御存知のように、日大出か

ら、日本薬剤師会の要、専務理事に小宮氏 (9期)が

就任した。大殊勲である。しかも一番若くキレる。

誠実で楽しみな人だ。従って会議ではつとめて批判

し、意地悪く質問する事にしている。そこでエーザ

イの寺沢氏 (8期)に、囲んで飲んではと持ちかけ、

「ついでに」沢村先生のお祝いもとなった。沢村先

生、中村健先生、青木先生 (8期 )、 自称「酒場の火

を消さない会」の面々。(同期の皆さんごめんなさ

い。財不如意につき、今回は超酒のみで不まじめな

人だけに声をかけた。)1月 20日。ところが、当日全

国県薬会長会議があり、高木会長に毒づき、小宮氏

を困らせて興奮したため、場所を告げるのを忘れて

しまった。やむをえず。沢村先生の記念のみ行う事

に相成った。

実に有意義であった。濃縮した時が流れ、酒が流

れ、学問的な話が流れた。圧巻は、我等が英雄、長

崎氏の大学改革論、日本文化のムダ論だった。

まるで、青春時代のカタキ討ちに来たかのように

大学を批判し、主賓をたたき、功績を少しほめた。

種々な人生論が飛びかった。我々は、味のある薬剤

師になれるか、と。

先生方も、子の成長を見るように楽しまれた事と

思う。いや、にが苦しくて、多少眠れなかったかも

知れない。そこに温顔の先生を発見した。

今度は、全員が赤く変色した。笑いが、お茶の水

の夜空に広がって、いつまでも去り難い印象を残し

た。
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事 務 局 だ よ コ

「校友会事務室」開設される

学部独立、校友会独立にともない桜薬会事務局は、

薬学部校舎に移転しておりましたが、大学のご好意

により事務室の提供を受け、平成元年 1月 H日より

校友会事務室を開設致しました。同時に専従職員と

して「北村昌子」さんが勤務して下さることになり、

皆様へのサービスが円滑に行えるようになりまし

た。校友会が活発に活動できることは同窓生の団結

を固めるものと思います。皆様の利用を期待しま

す。

執務時間 :午前 10時 ～午後 3時

電   話 :0474-65-1478(直 通 )
F A X: 0474-65-2158

桜薬会会則改正される

昭和 63年 5月 29日 に開かれた総会により会則が

下記のように改正されました。その結果、工学部薬

学科及び理工学部薬学科の卒業生は工科校友会から

独立することになり、薬学部校友会は、工科校友会

と同格の組織として、日本大学校友会の部科校校友

会として承認されました。このことは大学に対して

法人役員 (評議員)を選出する組織として承認され

たことであります。また桜薬会も母校薬学科と同様

に一人立ちしたことになります。皆様の御協力をお

願い致します。

日本大学薬学部校友会会則

第1章 総  則
第 1条  本会は、日本大学薬学部校友会 (通称
「日本大学桜薬会」という。)と称する。

第2条  本会は、事務局を日本大学薬学部内に置
く。

第 3条  本会は、地区及び職域等の支部を置く事
ができる。

2  支部に関する規定は、別に定める。

第2章 目的及び事業
第 4条  本会は、会員相互の親睦をはかるととも
に、専門知識及び地位の向上並びに母校の

興隆発展に寄与することを目的とする。

第 5条  本会は、前条の目的を達成するために、
次の事業及び活動を行う。

1 会員の親睦に必要な事項
2 日本大学が行う諸事業の後援
3会誌及び名簿の刊行

4講演・見学・研修会等の開催
5日本大学校友会との連携協力

6その他、理事会が必要と認めた事項

第3章 会  員
第 6条  本会は、次に掲げる者をもって会員とす

る。

正 会 員 日本大学工学部薬学科、理工学部薬
学科または薬学部の卒業生

学生会員 日本大学理工学部薬学科または薬学
部の在学生

特別会員 日本大学理工学部薬学科または薬学
部教職員並びにかって日本大学工学

部薬学科、理工学部薬学科または薬

学部に在職した教職員であって、別

に定める規定に該当する者。ただ

し、正会員を除く。

準 会 員 日本大学工学部薬学科、理工学部薬
学科または薬学部に3年以上在籍し

た者であって、別に定める規定に該

当する者。
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第4章 役  員               を構成し、本会の会務執行をを決定する。

第 7条  本会には、次の役員を置く。          4 理事は、理事会を構成し、本会則で定めら

会  長  1名                れた事項を審議し議決する。

副 会 長  3名              5 監事は、本会の経理を監査し、その結果を

常任理事 8条 4号で定める員数         総会で報告する。
理  事  8条 3号で定める員数
監  事  3名                  第 5章 総  会

2.  前項の役員のほか、理事会の推薦によ   第 11条  総会は、通常と臨時の2つ とする。
り、名誉会長・顧間を置くことができる。     1 通常総会は、年一回、会長がこれを招集す

第 8条  役員は、正会員より、次の各号に従い、       る。
⌒      総会の承認を得て選任する。           2 臨時総会は、会長が必要と認めたとき、ま

1. 会長は、理事会の推薦に基づき総会に提案       たは理事会の要請があったとき、及び正会
する。                        員 300名以上の要求があったとき、会長が

2. 副会長は、理事中から会長が指名する。        これを招集する。
3 理事は、次の各号により選出し、会長が総   第 12条  総会には、次の事項を付議する。
会に提案する。                  1 事業報告並びに事業計画

イ 日本大学工学部薬学科、理工学部薬学     2 決算報告
科及び薬学部の各卒業年次毎に、5名     3 予算案
ずつ選出する。               4 監査報告

口。日本大学理工学部薬学科または薬学部     5 役員の選出及び承認
に勤務する者から、10名以上であっ     6 会則の変更
て、かつ、理事総数の10%以内を選出     7 理事会において必要と認めた事項
する。                 第 13条  総会の議決は、出席正会員の多数決によ

4 常任理事は、各期理事の百撰により、各期       る。
1名選出し、他に会長が学内理事及び理事   第 14条  総会の議事は、議長がこれを運営する。
中から若干名を指名する。            2  正副議長各 1名及び書記 2名は、出席正

5 監事は、総会において正会員が推薦する。       会員中より選出し、議事録は議長及び会長
⌒      ただし、理事は、監事を兼任することがで       が署名し、本会に保存する。

きない。

第 9条  役員の任期は、3年とする。ただし再任          第6章 役 員 会
を妨げない。                第 15条  役員会は、次の通りとする。
2  役員は、任期満了後も後任者の就任する     1 常任理事会
までその任務を行う。              2 理早会

第 10条  役員の職務内容は、次のとおりとする。     3 委員会
1 会長は、本会の会務を執行し、本会を代表   第 16条  理事会は、会長及び理事によって構成
する。                        し、会長が招集する。

2. 冨1会長は、会長を補佐し、会長に事故ある     2  理事会は、総会に次ぐ議決機関であり、
場合、常任理事会で選出された副会長が会       次の事項を審議し、出席理事の過半数によ
長の職務を代行する。                 り、これを決定する。

3. 会長、副会長及び常任理事は、常任理争会       イ 総会に付議する事項
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口。本会の事業運営に関する事項
ハ 総会の議決で委任された事項
二. 日本大学校友会本部委員等の候補者の

鶴

ホ その他会長が必要と認める事項
第 17条  委員会は、会長が必要と認めたとき設置
することができる。

2  委員会は、原則として、役員によって構
成する。ただし、理事会の承認を得て役員

以外の正会員を合めて構成する事ができ

る。

3  委員会の運営については、その代表者が
その都度、会長に報告する。

4.  委員会の規定は、別に定める。

第7章 事 務 局

第 18条  第 2条に規定する事務局は、本会の運営
に必要な事務を行う。

2  事務局規定は、別に定める。
第 19条  本会の事務局長は、会長が指名し、常任
理事会の承認を得る。

第8章 会  計
第 20条  本会の経費は、会費・事業から生じる収
入寄付金及びその他の収入を当てる。

第 21条  本会の会費は、次のとおりとする。
正会 員  年 額 2,000円
学生会員  入学時 5,000円
特別会員  無 料
準 会 員  年 額 2,000円

第 22条  本会の会計年度は、4月 1日に始まり、翌
年 3月 31日 に終る。

財務報告
昭和 62年度決算報告

62 4 1～ 63 3 31

0収入の部
予 算  決 算   増 減

年  会  費     3,700,0003,640,000  -60,000

工科校友会部会費  150,000 132,500 -17.500

工科校友会割戻ζ)   200,000  318,000  118,000

禾J     子       150,000  377,870  227,870

雑  1又  ジヽ     100,000     0-100.000
削年度繰走2       622.598  622.598       0

合     計     4,922,598 5,090,968  168,370

0支出の部
予 算  決 算  増 減

印  刷  費      1,400,000896.300-503,700
通 信 費    1,200,000467,630-732,370
ノ`  14 皐ヨ       350,000  390.645   40,645 ~
旅   費
会 議 費
支部等活動補助費

学生会員活動補助費

事 務 局 費

基金積立金

名簿積立金

雑   費
予 備 費
次年度繰越

合   計
0  702,445  702,445

4,922.598 5,090,968  168,370

○前納会費積立

定期預金   件数 年会費
昭和 634千度夕)    2,986.000   (1,493× 2,000)

昭和 64年度分   2,616,000 (1,308× 2,000)

昭和 65年度分    1,620,000    (810× 2.000)

昭不口66年度分    1,092,000    (546× 2,000)

昭和 67年度分以降  190,000   (95× 2,000)
合計            8,504,000   (4,252× 2,000)

○預貯金

定期預金  利 子   合 計
基     金   5,180,000  561,994  5,741,994

名簿積立金     400,000        0    400,000

合     計+   5,580,000  561,994  6,141,994

0次年度繰越金
普通預金  振替貯金  合 計

250,000        0-250,000

250,000   80,380-169,620

200,000   80,000-120,000

200,000  176,360 -23,640

200,000  100,300 -99,700

0 1,500,0001,500,000

300,000  400,000  100,000

200,000   30,000-170,000

372,598  266,908-105,690
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次年度繰越   702,445    o  702,445

昭和 63年度予算案
63. 4. 1.～64. 3. 31.

○収入の部

当 年

入学時納入金  900,000
年 会 費  4,000,000
工科校友会部会費    0
工科校友会割戻金    0
利   子   150,000
雑 収 入   100,000
前年度繰越   702,445
合   計  5,852,445
0支出の部

当 年
1事 業 費
1会誌発行費
E「  届」 費  1,200,0001,400,000-200,Oo0

編 集 費  100,000    0 100,ooo
発 送 費  800,0001,200,000-400,000
2活動補助費
支 部 等  200,000 200,000    0
学 生 会 員  200,000 200,000   0
2会 議 費
1総 会 費  200,000200,000  0
2委 員 会 費  250,000 250,000   0
3事 務 局 費
1 窄罫 理里 妻呈   200,000  200,000        0
2人 件 費 1,200,000350,000850,000
3 旅費交通費   300,000  250,000   50,000
4通 信 費  100,000    0 100,00o
4そ の 他
1 本部分担金   300,000        0  300,000

2 名簿積立金   400,000  300,000  100,000
3 ■夕 併首 葬呈   402,445  372,598   29,847

合       計   5,852,4454,922,598  929,847

前 年

0

3,700,000

150,000

200,000

150,000

100,000

622,598

4,922,598

前 年

増 減

900,000

300,Oo0

-150,000

-200,000

0

0

79,847

929,847

増 減

編集後記

会報13号も予定より遅れましたが、無事に発刊す

ることが出来ました。今号より増ページし28ペー

ジになりました。しかし原稿をいただきながら、掲

載出来ずに失礼した方々 (小山先生、小川 (吉 )先
生、渡辺事務長、小西課長)に おわび致します。
次号に収載いたしますのでお許し願います。次回は

8月 頃を予定しています。事務局としては年2～ 3回

発刊したいと考えています。本文にも紹介しました

が、北村さんが事務処理をして下さるので、諸氏の

要望に応えることが出来ると思います。会員名簿も

出来ましたが、販売部数が少ないと赤字になります

ので、購入をお願いします。御婦人が多いので、部

外秘、取扱注意 (いたずら防止)お願いします。

発行日 平成元年 3月 25日
編集人 日本大学桜薬会事業委員会
発行人 日本大学桜薬会会長 高仲 正
印刷所 白洋印刷 K.K.電話 東京 352-5631

発行所 〒274千葉県船橋市習志野台 7-7-1
日本大学薬学部内

電話 0474-65-21H(代 表 )
0474-65-1478(直 通 )

振替回座 東京 2-50025

-27-



財務委員会

会費を納入していただきました会員の方々の名簿です。ご協力ありがとうございました。

誤りがございましたらお知らせ下さい。(昭和 63年 2月 21日 ～平成元年 3月 20日 )

会費納入者

昭和 63年度会費納入者
31私市′j液子・兵藤精-32石 橋義弘・鈴木康雄・種
谷えんじ・山本八栄 33加藤託男・立花礼子・戸巻博・

中沢悦子 34梶原静子・加藤敬一・木村清・島峯望彦・

城間正恒・鈴木信子・中井義夫・橋本部 35江黒さだ
子・斉藤文夫・高野俊彦 36岩瀬光江 。小沢経子・坂
本寿子・福井俊一・福田福男 37′I壕谷守 38工藤祐
江・後藤博 39具志堅秀子・西上浩平・広瀬慶子・向
井葵 40秋元敦信・佐藤富子・佐藤良夫 41生亀モ ト
子・高松良子 42り ll島詔雄・染谷坦 43]」 |1欽也 44

岸田邦雄 45坂尾孝・首藤雄次・田村社詩子・山崎晃
46中田盾子 47安倍裕子・り|1畑秀志・丸橋政衛 48久
保道夫・富沢恒夫・万羽洋子・柏村豊子・横田友子

49内海秀子・中村謙二・西田美好。日向一正・平野順
子 50山口裕子 51国御 l慣子・高田義郎・村田大作・吉
井正吉 52奥山靖子・大西康平・田中容子・山口文慮53

奥山弘明 54末岡まゆみ・北原真実 。中野あつ子・鈴
木真澄 55小島進・田中香代子・西村彦一 。広松典子
56大野扶美子・名内愛・橋本滋子・館かほる 57富井
英美・富井純一郎・中村宏典・森由卯子 58長峰富士
夫 59池田奈津江 61白根勝代 63石井信人・甲野智
栄・染矢朗子・八倉誠・手島仁 以上 93名

昭和 63年・ 平成元年度会費納入者
31加賀谷進二 40豊田富士子 42田代克秀 50大久
保隆・三浦孝予 51鈴木孝 56加藤善久  以上 7名

昭和 63年～平成 2年度会費納入者
45太田隆文 48岩瀬京子 53上巳忠司 55橋本明彦

以上4名

昭和 63年～羽成4年度会費納入者
31相崎元衛・荒井美明・池田秀雄・石田隆夫・大林温・
大林満江・加藤嘉久・小沼良子・添田清子・塚本美智

子・戸塚淳逸・伏日英雄 32五十嵐尚美・石波康保・伊
勢美佐子・F5岡桂子・河田柏・皿島久子・田妻正吉・中

村喜敬・長井武弘・藤井篤範・松村洋子・松本忠士・望

月玉江 33伊勢忠・扇谷笑子 。大庭一郎・恩田正昭・金
子佐知子・塚田房・中村健・野口登美・野村章子・服

部美佐子・星田郁代・山本庸子・吉野道子 34伊藤其
治・′Jヽ野寺旭子・鈴木和子・元文清子・羽尾蕗子・吉

橋欣谷 35尼崎玄之助・及川裕香子・大森和枝・窪田
宏子・坂田允・佐野京子・杉崎敦子 36五十嵐良子・石
井静子・小田八保子・景山洋子・金西信次 。ノl滴田孟

史・長戯久枝・藤井和子・松島章浩・松本喜市・吉村

幸子 37剤 1曖子・一色捷―・伊東由紀子・小山征治・
佐伯浄・久田二郎・須賀文代・町田実・松山歌子 38

尾崎華子・桐谷利子・栗原道子・笹栗つくし。里見巌・

鈴木郁子・寺沢正孝・桧垣悦爾・三崎弘・渡辺寛美

39池田貞夫・尾花正喜 。金子幹宏・′jヽ島三千代・清水
紘代・高橋登志子・田辺文子・田辺昌弘・津田百合子・

中島正恵・原良介・広木豊憲・松原以登子・宮崎光一

40浅野輝美・石井一昭・大林裕子・栗原功・黒松陽子・
鈴木サク・朝飛宏子・森田洋子・米川幸子 41安倍千
明 伊藤光―・海野美佐子・加藤一枝・重田慶子・島
村忠昌・清水慶子・袖山正彦・水野泰臣・望月清見

42青木恵美子・青木邦夫・今関郭之 。片桐きよみ・兼
子勇・高円誠―・下田祥三・田矢美代・津路紀子・原

正紀 。原田隆子・星隆志・安田とみい 43笹本欽弥・高
橋繁治・田口実・中井征子・中村欽-44石 橋節子・伊
東孝・大木雅夫・補沢清・′Jヽ金井佳世子・成家幸治・早

川忠男・ 甲斐翠 45石橋和子・内田仁・草間貞・黒河
内雅夫・中沢千恵子 。中村幸子・藤井祐―・水戸久子・

吉野信次 46倉持佐与子・倉持光幸・福田稔・山本恵
美子・山本哲朗 47相田美子・北中進・神官まゆみ・高
橋至・千葉真知子・中丸保・根本景子・水谷告 48大
河内一紀・大河内恵美子・大畠永津子・笠島栄二・久

保山昇・′1ヽ島邦重・道狙■F4・ 目文代・高橋泰子・箕
輪フサ子・宮田順子・山本美枝子 49上田春子・ 4ヽ西
太郎・十日洋一 。藤田敬子・陶慶芳 50浅井敬代・福
原祐子・三浦勇一郎・南武夫 51江頭吉子 。田辺貞夫・

樋口建・樋口弘子 52大塚桂子・′jヽ花隆・河井智子・沢
木康平・角南美津子・仲野美智子・橋本統一・山田洋・

横田弘美 53浅野明美・加藤明子・柴田恭子・須賀靖
乃・須賀保幸・林洋美・日向敏雄・ 日向紀子・吉崎泰

人・吉野達規 54砂堀みどり・加藤孝司・北中友子・窪
田みどり・目繁明・地曳いせ子・藤田進 55秋山稔・浅
野久美子・石毛洋子・石綿仁・喜多志津子・倉田真理・

栗太隆・佐々木桂子・鈴木ゆみ子・中村誠司・名倉弘

明・野口昭司・馬場雅之・増野浩・御園高弘・譲原康

夫 56石綿晴代・水野直子・菊池淳子・岸川直子・滝
本雅子・知久真巳・鶴原あさ子・新関肇 。本多玲子・加

藤智由紀・三木孝久 ¨御薗生隆雄 57渡辺道・石田英
雄・上凩感子・大畑隆文・岡野京子・川島佳弘・川田

俊朗・栗原孝・三上文子・高橋みどり・藤井立子・小

松久志子・山下卿 召58尾崎美紀・上原早苗・平河優
子・佐藤雅典・島田弘子・石原貞美・藤代恵美・高山

京子・佐藤弘子・菅沼陽子・中川幸雄・二田貞恵 。平

沢和彦・山田みゆき。松本和美・多田治子・山田孝志・

渡鍋恭子・沢田弘美 59阿部秀夫 61梶由実子・佐野
操・渡辺睦牛 63相川美佳・秋山ひろみ・安部一秀・阿
部振一郎・天野圭子・新井久仁子・新井光博・悧 |トー

郎・刑 |1浩子 。有田二郎・飯塚京子・伊沢透・石井成

佳・石居英美・石川徹・石田亨・伊藤公則・伊藤英幸・

伊薦恵・井上一彦・井ノ上利文・猪俣亨・岩周調子・上

杉ゆかり'内田悦郎 。内山武人・内山英明・榎本裕子・

江欄明子・遠藤恒三・大沢孝・大嶋佳子・大島直美・太

田秀一・太田裕子・大竹久美子・大塚進 ,大塚昌弘・大

出正人・大貫ゆかり。大橋直樹・大森綾子。大山広美・

岡部賢悦・岡本貴志・緒方寛之・4ヽ ID豪ヒ・ノ,VII洋司・

桶谷智砂・ノ燿予塚陀久・′j端京子・香川一浩・樫尾正・

鹿島雅美・勝俣ひろみ・加藤孝博・加納誠・鏑木英亮・

唐沢和子・jll合博幸・河上佳子・′|1島千口代・河住昭夫・

神田美樹子・神部道代・菊川由紀子・菊池弥生・ゴ断す
早樹子・木下賢治・貴船昌彦・木村貴子・清田明信・清
原秀生。金鳳仙・熊谷仁・熊木弘隆・栗原和弘・来栖
克典・4地章裕・小泉明子・′jヽ泉洋子・′1ヽ島千鶴子・小
蔦祥弘・′1淋景好・′1淋弘明・4琳正典・ノl淋由佳・′1ヽ
松廉功・ノJヽ室裕保・ノ1ヽ山陽子・後藤賀子・斎藤賢哉・斎
能隆・酒井比呂志・坂入宣子・坂上逸孝・坂本正美・相
良佳代子・佐久間利信・笹本修。佐藤孝彦・佐藤奈保
子・佐藤光・佐藤洋美・真田幸弥・沢田康裕・宍戸克

行・島田昌彦・島津公子・清水理加・庄野嘉井 白井
恵里・自川智津・杉浦正実。鈴木幸子∴鈴木貴典・鈴
木千賀・鈴木豊明・鈴木豊治・鈴木祐文・鈴木良枝・須
田有紀子・諏訪勝彦・関純子・関口久美子・関根均・瀬
ノ層啓泰・仙田隆―・薗田実・平直樹・高梨和男・高
野仁・高橋睦・高室東子・武永真嗣・田中ひろみ・田
中由美・田辺昌太郎・玉田美穂子・遅沢浩子・津上厚

子・辻淳子・辻佳孝・坪沼美奈・寺井博文・出口恵美
子・峠晶子・藤後修・徳永真美・戸所真実・豊嶋徹・中
沢江利子・中島進・中村美智恵・中山豊・永井健二・永

井千代子・永沼恵美子・奈剰頂子・南波克・新倉経明・

新戸めめ・西沢久乃。西林知紀・西元浩一郎・二宮康
史・袴塚章子・箱守健二・長御‖一康・長谷川聖美・長
谷川政巳・長谷川弓子・塙岡1央・花輪知希・羽田尋香・

東尾和永・東王地由紀乃・疋田典子・樋口久江・平林
正美・平松裕・弘田玲・深谷典子・福島雅夫・藤沢浩
之・藤沢由香・船間利恵・細萱由美・堀井博章・前崎
法子。前田雄一・牧野好倫・町田いぶ季・町田仲行・松

浦憲司・松浦利光・松沢茂樹・松谷真寿・松田平和・松
本一美・松本慶子・jLd」志津江・三浦奈緒子・三浦弘
人・三沢秀子・水谷喜美・水溜和子・水野京子・宮沢

庸子・宮之園隆二郎・三輪耕次・望月秀隆・元本淳・森
誠二・森木洋子・森山佐知子・山内敦子・山野惣平・山

本秀行・山本秀幸・山本美樹・湯浅美智代・吉沢靖博・

吉田政弘・吉田みさ枝・吉田陽子・吉田祐典・吉谷川

陽代。米沢美貴子・米田圭助・渡辺真司・渡辺昌宏・宇
津木勝・大柳公美子・中村克幸・西入章浩・宮沢真―・
山崎菜美 以上 515名

昭和 63年～平成 9年度会費納入者
31海老沢一郎 33菅崎叔子 38赤木敬弘 40春日純

-28-

以上4名

会 費 納 入 報 生ロ


